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U12学童大会開催に伴う新型コロナウィルス感染症感染防止申し合わせ事項質疑応答一覧

質問 回答

1/9 土 様式1、2にの取扱方法について。 　下記フローに沿って取り扱ってください。

○様式1、様式2のフロー
・試合当日、チーム代表者が各自記入した様式2を確認し、チェック欄にレ点を入れる。
↓
・チーム代表者が、他の必要事項をすべて記入し、試合当日、会場責任者に提出する。

※提出は朝の代表者会議前までとする。
※学校等の関係で到着が遅れる時は到着次第提出する。

↓
・会場責任者が内容の確認及び現在の入場者の検温を行い、当日の入場の可否を判断する。
↓
・代表者会議後は、会場入口に検温場所を設置し、様式１を管理する。
↓
・全試合終了後、会場責任者が回収し、保管する。
・各自が試合2週間前から当日まで健康管理及び検温を行い記入する。

↓
・試合当日、チーム代表者に確認をしてもらう。
↓
・試合会場に持参し、各自で保管する。（チームでまとめて保管しても可）

※個人保管の際は、未成年者の分は保護者で保管してください。
※チームで管理する際は、個人情報の流出がないよう責任を持って保管してください。
※試合後の様式の保管は、検温最終日から3ヶ月です。

質問 回答

1/12 火 当日の検温の方法は。

　非接触体温計を主催者が準備し、会場責任
者に配布するので、当日の朝、代表者会議の
前に入場者の検温を行ってください。
　体温はおでこで行い、37.5度前後の時は首元
でやり直してください。
　体温が37.5度未満の時は様式1、4、5の「当日
検温」のチェック欄にレ点を入れてください。
　2度目とも37.5度以上の人は、チェック欄を未
記入とし、入場を断ってください。ただし、平熱
が37.5度以上との申し出があった場合は、様式
2を確認・比較して入場の可否を判断してくださ
い。
　代表者会議後は、会場入り口付近に検温所
を設けて様式1、4、5を元に入場確認を行ってく
ださい。その際は、TOチームの保護者に協力し
てもらってください。
　大会関係者（県協会、後援企業、協賛企業な
ど）は、様式6に記入してもらい、検温後、入場
をしてもらってください。

1/15 金

試合2週間前から検温を行い、健康チェッ
クシートに記入するが、1日でも平熱を超え
る発熱があった場合はチェック項目①に
チェックができないと考え、当日会場に入
場できない（試合に出れない）のか。

　発熱後、医師の診断を受け、平熱に戻ってい
るなら、チェック項目①にチェックを入れることが
できます。
　その際、⑨に「●月●日に医師の診断を受
け、平熱に戻っており、健康状態に問題ない」と
記入してください。

日にち

様式１

様式2

※未成年者は保護者記入可。ただし、提出前に保護者が確認欄の記入をすること。（最後の3行）

日にち
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質問 回答日にち

2/15 月
会場への入場を認められる者の（１）チー
ム関係者の中で、「選手」は、参加申込書
に記載した15名のみか。

　選手は試合に出場する権利がある者全員で
す。（チームに所属する6年生以下全員）


